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1、 将来を担う子供・青少年への対応

中高生一泊春と秋の黙想会・小学生一泊サマーキャンプを実施し、年毎に参加者が増えてきた。次年度もブロック行事として計画していく。

ブロック教師会会議で、各小教区での活動・取り組みを分かち合い徐々に成果をあげている。

2、 滞日外国人とのかかわり

外国語ミサ・故国の祭り・教会学校・日本語教室・合同バザーなど年毎に国際協力が進んでいるが、各小教区によって事情が異なるので共同行事の計画は難しい。

各小教区行事予定や、その他参考になる情報を交換し合って外国人との良好なかかわりを築いていきたい。
3、 宣教への取り組みの弱さ

＜ホームページの推進＞
津教会で2年前から実施し効果を上げている。
他の３教会では開設して継続していく為の人材不足など課題があることから、津教会のホームページに各小教区のコーナーを設けて書き込める様にするよう、各小教区評議会で了承を得られ次第新しいブロック事業になる方向である。

＜平和旬間の行事＞

・憲法９条を守るチラシの作成と配布をした。

・各小教区での学び、国民投票法案の廃案を求める請願書の署名を集め、国に提出した。

課題としては、ブロック行事として取り組んでいきたい。

＜アルファコース＞

上野教会で、平日コースを開講し恵みのうちに終了した。

4、 信仰を深めるための生涯努力

聖書講演会・講座には多数の参加者があったが今後は若年層への呼びかけをすることが課題である。
黙想会については各小教区で計画し、日程や指導司祭などの情報公開することにより多くの参加を呼びかけていく。

5、 支えあう共同体づくり

ブロック・各小教区でお互いに情報交換を大切にし、ブロック共同体づくりが工夫されてきた。
